
7

教  育  実  践

「子どもたちと共に 楽しい道徳の

授業をつくる会」の発足と役割
さいたま教育文化研究所　貝田　久

研
究
と
運
動
を
統
一
し
て
進
め
る

　

２
０
１
３
年
２
月
に
、
教
育
再
生
実
行
会
議
は

道
徳
教
科
化
を
打
ち
出
し
、
翌
14
年
に
は
文
科
省

が
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
配
布
し
、中
教
審
が
「
道

徳
の
時
間
」
を
「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
と
位
置

づ
け
る
答
申
を
出
し
た
。
15
年
３
月
に
は
学
習
指

導
要
領
一
部
改
訂
で
道
徳
を
教
科
に
し
、
教
科
書

検
定
、
採
択
を
経
て
18
年
度
の
本
格
実
施
（
小
学

校
）
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
安
倍
政
権
の
「
教
育
改
革
」
に
対

抗
し
、
さ
い
た
ま
教
育
文
化
研
究
所
「
教
育
課
程

と
授
業
づ
く
り
研
究
委
員
会
」
は
、
民
主
的
な
道

徳
教
育
の
理
論
と
実
践
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
民
主
的
な
立
場
か
ら
日
本
の
道
徳
教
育
研
究

を
牽
引
し
て
こ
ら
れ
た
藤
田
昌
士
先
生
に
学
び
な

が
ら
、
民
主
的
な
道
徳
教
育
の
理
論
と
県
内
の
実

践
例
を
ま
と
め
、
14
年
に
冊
子
『
民
主
的
な
道
徳

教
育
を
創
造
す
る
た
め
に
・
実
践
編
』
を
、
翌
15

年
に
は
『
同
・
理
論
編
』
を
刊
行
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
民
主
教
育
の
側
の
「
道
徳
の

取
り
立
て
指
導
・
特
設
授
業
」
の
組
織
的
実
践
研

究
の
立
ち
後
れ
や
優
れ
た
実
践
が
集
約
し
き
れ
ず

に
埋
没
し
て
い
る
状
況
が
見
え
て
き
た
。
運
動
面

で
の
課
題
だ
。

　

危
機
感
を
も
っ
た
私
た
ち
は
様
々
な
働
き
か

け
を
行
い
、
２
０
１
５
年
の
県
教
研
で
は
初
め

て
特
設
「
道
徳
分
科
会
」
が
設
置
さ
れ
、
昨
年

２
０
１
７
年
に
は
全
国
教
育
の
つ
ど
い
に
も
、
特

設
分
科
会
設
置
が
実
現
し
た
。「
特
別
の
教
科 

道

徳
」
の
本
格
実
施
を
目
前
に
し
て
よ
う
や
く
全
国

的
、
本
格
的
、
組
織
的
に
実
践
を
語
り
合
え
る
場

が
生
ま
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分

で
、
日
常
的
に
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
に
開
か
れ

た
実
践
研
究
の
場
（
実
践
を
持
ち
寄
っ
た
り
実
践

上
の
悩
み
を
語
り
合
っ
た
り
授
業
づ
く
り
を
し
た

り
す
る
場
）
が
必
要
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
準
備
を
重
ね
、
２
０
１
７
年
５
月
、「
さ

い
た
ま
教
育
文
化
研
究
所 

教
育
課
程
と
授
業
づ

く
り
委
員
会
」
が
母
体
と
な
り
、「
子
ど
も
た
ち

と
共
に
楽
し
い
道
徳
の
授
業
を
つ
く
る
会
」（
以

下
「
楽
道
会
」）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
埼
玉
県

の
東
西
南
北
（
春
日
部
・
所
沢
・
川
口
・
熊
谷
）

に
拠
点
を
お
き
、
そ
の
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
な
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が
ら
、
柔
軟
か
つ
持
続
的
な
研
究
の
場
を
立
ち
上

げ
た
の
だ
。

　
「
国
家
道
徳
、
押
し
つ
け
道
徳
、
修
身
道
徳
、

国
に
よ
る
道
徳
」
に
よ
る
心
の
支
配
に
反
対
し
て

い
く
運
動
は
、
一
方
で
民
主
的
な
道
徳
教
育
の
実

践
研
究
が
継
続
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

は
じ
め
て
力
を
も
つ
。「
楽
道
会
」
の
よ
う
な
、

立
場
を
こ
え
誰
も
が
自
由
に
参
加
で
き
る
道
徳
教

育
研
究
の
場
が
全
国
各
地
域
に
つ
く
ら
れ
れ
ば
、

全
国
レ
ベ
ル
で
の
実
践
研
究
も
深
ま
る
。
運
動
と

研
究
は
互
い
に
補
完
し
合
う
「
両
輪
」
で
あ
る
。

「
楽
道
会
」
の
具
体
的
な
活
動

　

筆
者
の
関
わ
る
県
南
川
口
で
は
、
発
足
以
来
、

16
回
の
開
催
（
２
０
１
７
年
５
月
か
ら
18
年
９
月

ま
で
・
４
月
を
除
く
）
で
の
参
加
者
は
47
人
。
内

訳
は
、

・
現
職
教
員
25
人
（
未
組
合
員
11
人
）

・
学
生
２
人
（
う
ち
１
人
は
そ
の
後
現
職
）

・
大
学
教
員
・
研
究
者
５
人

・
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
（
一
般
）
２
人

・
教
職
Ｏ
Ｂ
13
人

　

毎
回
の
参
加
人
数
は
、
９
人
か
ら
20
人
で
推
移

し
て
い
る
（
学
校
の
繁
忙
期
は
少
な
い
）。

「
楽
道
会
」
の
役
割
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
だ
。

①
道
徳
教
科
書
の
教
材
批
判
、
お
し
つ
け
授
業
法

批
判
と
共
に
、「
民
主
的
な
道
徳
教
育
」
の
理
念

に
基
づ
い
た
多
様
な
授
業
実
践
を
掘
り
起
こ
し
交

流
す
る
と
共
に
、
教
育
現
場
の
悩
み
に
応
え
、
現

職
を
励
ま
す
。

②
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
取
り
組
む
楽
し
い
道

徳
の
授
業
を
創
造
し
、
教
育
現
場
に
ひ
ろ
げ
て
い

く
。
そ
の
た
め
の
「
民
主
的
な
道
徳
教
育
」
実
践

の
研
究
に
取
り
組
む
。

③
政
治
に
よ
る
不
当
な
教
育
へ
の
介
入
や
国
に
よ

る
教
育
内
容
の
統
制
に
反
対
し
、
国
民
主
権
・
人

権
の
尊
重
・
恒
久
平
和
・
民
主
主
義
に
基
づ
い
た

教
育
を
求
め
る
人
々
と
連
帯
し
て
い
く
。

④
「
民
主
的
な
道
徳
教
育
」
に
対
す
る
親
や
市
民

の
共
感
や
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、国
家
主
義
的
、

反
民
主
主
義
的
な
「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
の
問

題
点
と
権
力
に
よ
る
教
育
支
配
の
実
態
を
知
ら
せ

て
い
く
。

　

そ
の
よ
う
な
役
割
の
下
で
、
授
業
づ
く
り
に
は

「
教
材
を
使
う
授
業
」
と
「
テ
ー
マ
を
対
話
で
深

め
て
い
く
授
業
」
が
あ
る
こ
と
の
共
通
理
解
を
す

す
め
、「
自
分
自
身
で
最
善
の
方
法
を
探
究
し
よ

う
」
を
基
本
姿
勢
に
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
紙
面
の
都
合
で
川
口
で
の
取
り
組

み
に
絞
り
、
タ
イ
ト
ル
の
み
列
挙
す
る
。

２
０
１
７
年
５
月
26
日

　

教
室
か
ら
の
報
告　

　

除
村
美
和
（
熊
谷
市
立
小
学
校
）

　

楽
し
い
道
徳
の
授
業
を
構
想
す
る

２
０
１
７
年
６
月
30
日

　

対
話
を
つ
く
る　

そ
の
１

　

～
「
コ
の
字
型
座
席
」
の
生
か
し
方
～

２
０
１
７
年
７
月
28
日

　

対
話
を
つ
く
る　

そ
の
２

～
対
話
を
よ
り
探
究
的
な
も
の
に
～

２
０
１
７
年
８
月
30
日

　

二
学
期
最
初
の
道
徳
の
授
業
を
考
え
る

～
心
を
つ
か
む
教
材
と
展
開
～

２
０
１
７
年
９
月
20
日

　

絵
本
「
わ
た
し
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
」
を
教
材
化

　

す
る

２
０
１
７
年
10
月
18
日 

　
「
規
則
の
尊
重
」
を
ど
う
扱
う
か

　

教
室
か
ら
の
報
告　

足
達
祐
子
（
飯
塚
小
）

　
「
ど
ろ
だ
ら
け
の
ス
パ
イ
ク
」
を
め
ぐ
っ
て

２
０
１
７
年
11
月
29
日   

　

絵
本
「
わ
た
し
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
」
を
教
材
に

　

し
た
道
徳
の
授
業

実
践
報
告　

遠
山
正
実
（
上
青
木
小
）

２
０
１
７
年
12
月
26
日  

　
「
伝
統
と
文
化
の
尊
重
・
国
や
郷
土
を
愛
す
る

　

態
度
」
を
ど
う
扱
う
か　

そ
の
１

問
題
提
起　

貝
田 

久

２
０
１
８
年
１
月
24
日　

　

同　

そ
の
２	

　
　
　

実
践
報
告　

貝
田 

久

２
０
１
８
年
2
月
21
日　

　
「
最
後
の
授
業
」
を
つ
く
ろ
う　

　

授
業
報
告
「
命
」
を
テ
ー
マ
に

小
田
政
好　
（
新
郷
南
小
）
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２
０
１
８
年
３
月
30
日　

　
「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
の
は
じ
め
の
一
歩
を
ど

　

う
つ
く
る
か

実
践
報
告　

吉
井
裕
美 

（
都
内
小
学
校
）

２
０
１
８
年
４
月
14
日  

（
埼
玉
サ
ー
ク
ル
協
・

埼
教
組
青
年
部
共
催
「
明
日
に
生
き
る
授
業
づ
く

り
学
習
会
」
分
科
会
と
し
て
全
県
合
同
で
開
催
）

　
「
特
別
の
教
科
」
に
な
っ
て
も 

子
ど
も
か
ら
出

　

て
子
ど
も
に
還
る
道
徳
を
！

実
践
報
告　

伏
島
礼
子 
（
戸
塚
東
小
）

２
０
１
８
年
５
月
23
日　

　

実
践
交
流

　
「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
の
ス
タ
ー
ト

２
０
１
８
年
６
月
27
日　

　

実
践
交
流　
　
「
道
徳
の
評
価
、
ど
う
す
る
？
」

２
０
１
８
年
７
月
25
日　

　

１
学
期
の
子
ど
も
た
ち
の
「
育
ち
」
を
ふ
り
か

　

え
っ
て

　

～
授
業
づ
く
り
と
学
級
づ
く
り
の
実
際
～ 

実
践
報
告　

小
田
政
好
（
新
郷
南
小
）

２
０
１
８
年
８
月
29
日　

　

二
学
期
の
授
業
を
つ
く
る

～
授
業
づ
く
り
と
学
級
づ
く
り
の
構
想
～ 

問
題
提
起　

熊
谷
幸
子
（
新
郷
南
小
）

２
０
１
８
年
９
月
26
日

　

小
二
「
い
い
と
こ
ろ　

み
い
つ
け
た
」

実
践
報
告　

平
賀
佑
宏
（
都
内
小
学
校
）

教
職
Ｏ
Ｂ
の
出
番

　

教
職
Ｏ
Ｂ
の
で
き
る
こ
と
の
一
つ
に「
楽
道
会
」

へ
の
参
加
が
あ
る
。「
楽
道
会
」
の
場
で
、
Ｏ
Ｂ

と
現
職
の
協
同
研
究
が
進
み
、
そ
の
成
果
が
直
接

教
室
の
子
ど
も
た
ち
に
届
き
、
教
室
と
「
応
答
」

す
る
形
が
で
き
た
。
Ｏ
Ｂ
の
豊
か
な
経
験
が
現
職

に
新
た
な
知
見
を
提
供
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
民
主
的
な
道
徳
教
育
」
の
研
究
は
、

教
育
現
場
の
自
由
度
（
教
育
の
自
由
・
学
問
の
自

由
）
を
拡
げ
る
た
た
か
い
と
統
一
し
て
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
か
ら
も
、
情
報
収
集
、

現
状
分
析
を
も
と
に
「
現
場
で
で
き
る
こ
と
」
の

具
体
的
実
現
を
支
援
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

教
職
Ｏ
Ｂ
の
も
う
一
つ
の
仕
事
は
授
業
参
観

だ
。
学
校
公
開
に
出
向
き
授
業
を
参
観
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
教
科
書
や
道
徳
ノ
ー
ト
が
ど
う
扱
わ

れ
て
い
る
か
、
授
業
展
開
や
板
書
は
ど
う
か
、
徳

目
は
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
、「
特

別
の
教
科 

道
徳
」
の
今
日
的
な
状
況
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
同
時
に
、
現
職
と
繋
が
り
、
励
ま

す
こ
と
も
で
き
る
。

　

あ
る
現
職
は
、
参
観
し
た
Ｏ
Ｂ
か
ら
「
あ
な
た

の
授
業
に
は
知
と
生
活
が
あ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
大
き
な
励
み
と
な
っ
た
と

「
楽
道
会
」
で
語
っ
た
。
Ｏ
Ｂ
の
率
直
な
感
想
、

温
か
い
ひ
と
言
が
現
役
を
強
く
励
ま
し
た
の
だ
。

参
観
の
時
は
、
必
ず
挨
拶
し
一
声
か
け
る
こ
と
を

Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
に
勧
め
た
い
。
ま
ず
は
分
け
隔
て

な
く
現
職
と
つ
な
が
る
こ
と
だ
。

　

教
職
Ｏ
Ｂ
に
さ
ら
に
期
待
し
た
い
こ
と
は
、
学

校
を
敷
居
が
高
い
場
所
と
感
じ
て
い
る
一
般
市
民

を
誘
っ
て
道
徳
の
授
業
を
見
に
い
く
こ
と
だ
。
参

観
後
、
問
題
点
を
教
え
て
あ
げ
る
こ
と
も
Ｏ
Ｂ
な

ら
で
は
の
取
り
組
み
だ
。

　

教
職
Ｏ
Ｂ
は
、
教
職
経
験
を
積
ん
で
き
た
か
ら

こ
そ
の
「
宝
」
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
生
か
す

の
は
今
だ
。

現
場
で
の
た
た
か
い

　

ま
ず
、
現
職
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
た
い
。

①
道
徳
の
授
業
は
、
多
種
多
様
、
千
差
万
別
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、「
教
科
書
以
外
は
道
徳

で
は
な
い
」
と
い
う
「
空
気
」
の
醸
成
を
警
戒
し
、

歯
止
め
を
か
け
よ
う
。

②
校
内
研
修
の
民
主
化
を
進
め
、「
型
を
求
め
る

研
修
」
で
は
な
く
、
多
様
性
に
開
か
れ
た
研
修
、

様
々
な
工
夫
が
生
か
せ
る
研
修
に
し
て
い
こ
う
。

そ
の
為
に
、
道
徳
主
任
な
ど
そ
れ
な
り
の
ポ
ス
ト

に
積
極
的
に
就
こ
う
。

③
自
主
教
材
を
使
っ
た
授
業
を
公
開
し
、
親
や
市

民
と
話
し
合
う
な
ど
し
て
理
解
を
広
げ
よ
う
。

④
そ
ん
な
実
践
を
、「
交
流
の
場
＝
楽
し
い
道
徳

の
授
業
を
つ
く
る
会
」
に
持
ち
寄
り
、
よ
り
豊
か

な
道
徳
の
授
業
を
創
造
し
て
い
こ
う
。

⑤
評
価
の
問
題
を
抱
え
込
ま
ず
、
問
題
点
を
明
ら
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か
に
し
て
保
護
者
と
連
携
し
よ
う
。

　
「
修
身
科 

姿
を
変
え
て 

再
登
場
」
が
「
特
別

の
教
科 

道
徳
」
の
本
質
だ
。
17
年
度
版
文
科
白

書
で
は
今
後
の
取
り
組
み
が
特
に
期
待
さ
れ
る
事

項
と
し
て
真
っ
先
に
「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
の

着
実
な
実
施
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
愛
国
心
教
育

は
政
権
の
最
重
要
課
題
な
の
だ
。
安
倍
政
権
は
戦

争
法
で
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
を
拡
大
、
秘
密
保
護

法
、
共
謀
罪
法
で
監
視
社
会
の
構
築
を
目
指
す
。

18
歳
成
人
（
22
年
４
月
１
日
施
行
）
や
今
後
の
憲

法
改
悪
な
ど
を
俯
瞰
し
て
み
る
と
、
そ
の
先
に
徴

兵
制
が
見
え
て
く
る
。
愛
国
心
で
子
ど
も
の
心
を

染
め
て
お
く
こ
と
は
徴
兵
制
（
経
済
的
徴
兵
制
を

含
む
）
の
前
提
条
件
に
な
る
。「
特
別
の
教
科 
道

徳
」
は
上
手
に
か
わ
せ
ば
済
む
と
い
う
代
物
で
は

な
い
。「
こ
れ
以
上
、
形
を
作
ら
せ
な
い
」
た
め

の
闘
い
が
求
め
ら
れ
る
。

　

教
科
化
推
進
勢
力
は
、
道
徳
の
評
価
を
入
学
者

選
抜
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
各
学
校
で

は
内
心
に
踏
み
込
ま
な
い
評
価
を
す
る
の
は
当
然

だ
が
、
通
知
表
の
道
徳
評
価
欄
を
な
く
し
、
評
価

は
要
録
の
み
に
す
る
方
向
を
目
指
そ
う
。同
時
に
、

職
員
や
父
母
市
民
と
も
連
携
し
、
道
徳
評
価
反
対

の
合
意
を
つ
く
り
あ
げ
よ
う
。。

　

教
室
で
の
課
題
は
「
主
体
的
・
対
話
的
で
、
深

い
学
び
」
や
「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
に
基
づ

い
て
、「
対
話
の
力
」
を
し
っ
か
り
つ
け
る
こ
と

だ
。
対
話
の
方
法
を
教
え
、
対
話
の
楽
し
さ
や
友

だ
ち
と
の
つ
な
が
り
の
深
ま
り
を
実
感
さ
せ
る
授

業
を
め
ざ
そ
う
。
目
標
は
、
ど
の
子
に
も
探
究
的

な
対
話
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
「
質
問
」
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。「
意
味
の
明
確
化
／
証

拠
／
真
偽
／
一
般
化
／
前
提 

／
含
意
」
な
ど
の

質
問
に
よ
っ
て
真
理
を
追
求
す
る
力
を
育
て
る
こ

と
、
そ
れ
は
民
主
主
義
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必

須
で
あ
り
、
主
権
者
と
し
て
の
力
量
と
自
覚
を
育

て
る
も
の
で
あ
る
。「
対
話
を
育
て
る
」、「
対
話

で
育
て
る
」
は
、
民
主
的
な
道
徳
教
育
の
目
指
す

と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

Ⅰ　
教
材
を
使
う
授
業

（
１
）
自
主
教
材

～
「
子
ど
も
か
ら
出
て 

子
ど
も
に
還

る
」
立
場
か
ら
～

・
子
ど
も
の
作
文
、
日
記
・
絵
本
、
物
語
な

ど
の
読
み
物
・
新
聞
、
雑
誌
、
手
紙
、
な

ど
・
写
真
、
絵
、
映
像
、TV

番
組
な
ど
の
視
聴

覚
資
料
・
教
師
に
よ
る
自
作
教
材
、
そ
の

他注　

子
ど
も
の
作
文
や
日
記
を
「
特
別
の
教
科 

道

徳
」
に
位
置
づ
け
る
こ
と
の
意
味

①
道
徳
の
授
業
を
「
子
ど
も
の
生
活
に
根
ざ
し
た

表
現
」
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
リ
ア
ル
に
道

徳
的
価
値
を
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
当
事
者
と
し
て
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
主
権
者

意
識
を
育
む
。

③
作
文
や
日
記
を
書
き
、
読
み
合
い
、
語
り
合
う

こ
と
そ
の
も
の
が
道
徳
性
を
高
め
る
。

④
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
、
継
続
的
に
追
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

⑤
子
ど
も
の
意
見
表
明
権
（
子
ど
も
の
権
利
条
約

第
12
条
）
の
行
使
を
保
障
し
励
ま
す
こ
と
が
で

き
る
。

（
２
）
教
科
書
教
材

　

積
極
的
に
取
り
あ
げ
た
い
題
材
も
あ
る
。

子
ど
も
の
文
章
を
多
数
と
り
あ
げ
て
い
る
教

科
書
も
あ
る
。

Ⅱ　
テ
ー
マ
を
対
話
で
深
め
て
い
く
授
業

　

例
え
ば
、「
勇
気
と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
」

な
ど
の
問
い
を
対
話
で
追
究
す
る
授
業
。

質問して考えを深めよう

・〇〇ってどういう意味ですか？
・〇〇なのはなぜですか？
・そう考える根拠は？具体例は？
・それは本当ですか？どうすれば事実だと確か

められますか？
・いつでもそれはあてはまりますか？
・どうしてそういう考えが生まれたのですか？
・そうだとすると、どういうことになるのです

か？
「子ども哲学で対話力と思考力を育てる」

河野哲也著　より


